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学　　術　　活　　動

＝福島県内の看護師と共同で研究をすすめました＝
福島県内看護師の新型コロナウィルス感染に関連したメンタルヘルスの実態

丸山　育子（基礎看護学部門）　

　2021年５月，新型コロナウィルス感染症が流行し，第
１波が収束したころに本研究は計画されました．まだ新
型コロナウィルスについて不明なことが多かった時期で
あり，医療施設でも一般の社会の中でも感染対策が確立
していませんでした．
　福島県内の看護師が集う会で，この新型コロナウィル
ス感染症に関することが話題となり，最前線で立ち向か
う看護師のメンタルヘルスの面にも影響が大きいと懸念
する声が上がりました．そこで，看護師へのメンタルヘ
ルスへの適切な対策をとるために，まずは実態の調査が
必要であると考えたことが，本研究のきっかけでした．
　2021年９月～11月にかけて調査が行われました．この
ころは，第２波が収束した状態にありやや落ち着いてい
たころでした．2021年12月に調査結果を報告書（単純集
計）として協力施設22施設に配布しました．配布した理
由は，第３波のただ中で医療逼迫の状態にあり，少しで
もお役に立てることがあればという思いからでした．
　2022年12月は第８波となり，2021年のときとはとりま
く環境は異なるところがあります．新型コロナウィルス
感染症の感染経路や感染した場合の死亡率や悪化する方
の特性が解明されてきており，加えてワクチン接種，治
療薬の承認などです．正体が見えない状態からコント

ロールがある程度できる状態になりました．
　しかし，福島県における第８波の感染者数は12月10日
時点で3,033人，緩やかに増加している状態にあります．
やはり，看護師のメンタルヘルスへの影響は大きいので
はないかと推測します．2021年12月の報告書が役に立っ
たとのご意見を協力施設の看護責任者からいただきまし
た．そこで，今回，多くの方に見ていただき参考にして
もらいたいという考えから，本紀要で報告書の内容を提
示することにしました．さらに分析した結果は，第42回
日本看護科学学会学術集会で発表いたしました．

　なお，調査チーム（五十音順）は下記のように編成さ
れました．
　　伊勢野明美　　医療創成大学看護学部
　　尾形　優子　　福島県立医科大学附属病院
　　柏木久美子　　会津医療センター附属病院
　　久保木優佳　　公立小野町地方綜合病院
　　黒田　るみ　　福島県立医科大学看護学部
　　國分栄久子　　桝記念病院
　　幕田　　望　　寿泉堂綜合病院
　　丸山　育子　　福島県立医科大学看護学部
　　迎田　美香　　いわき市医療センター看護専門学校

１．アンケートの配布と回収

　調査は，22施設にご協力いただき，アンケートを1,863部配布し，728部回収（回収率39.0％）されました．ストレス
指標の回答がなかった２部を除き，726部を分析対象としました．
　（以下，新型コロナウィルス感染症をコロナとする）
　調査期間は，2021年　９月～11月　です．

２．対象者の概要

　年　　齢：39.0　±　10.6歳
　経験年数：16.2　±　10.6年
　同居家族：いる　531名　　いない　190名
　コロナ対応の病棟で勤務：144名（うち90％は直接ケア）
　院内クラスター発生：210名
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３．メンタルヘルスの指標

１）K6日本語版：
　　国民生活基礎調査で用いられる，うつ・不安障害に対するスクリーニング

　K6の合計点による評価
　５点以上10点未満（何らかのうつ・不安の問題がある可能性）……231名（31.7％）
　10点以上12点未満（うつ・不安障害がうたがわれる）………………114名（15.7％）
　13点以上（重度のうつ・不安障害が疑われる）……………………… 89名（12.2％）

２）ストレス反応

４．メンタルヘルスに関連のある項目

１）恐怖・不安に関する項目

神経過敏に絶望的だとそわそわ、気分が沈み何をするも自分は価値のない人間だと感じましたか
いつも 14 13 6 25 30 29
たいてい 58 31 24 72 83 46
ときどき 173 140 134 188 193 144
少しだけ 253 227 206 255 227 211
まったくない 227 314 354 184 192 294

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神経過敏に感じましたか

絶望的だと感じましたか

そわそわ、落ち着かなく感じましたか

気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか

何をするもの骨折りだと感じましたか

自分は価値のない人間だと感じましたか

K6日本語版

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない

十分な気力十分な体力十分な睡眠コロナで大コロナで大酒となっている
いつも 23 32 35 20 11
たいてい 187 228 166 63 36
ときどき 202 172 208 167 65
少しだけ 236 234 256 181 85
まったくない 77 59 60 294 524

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分な気力がある

十分な体力がある

十分な睡眠がとれている

コロナで大食となっている

コロナで大酒となっている

ストレス反応

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない

個人防護具自分自身が自分自身が家に高齢者経済的に不安がある
とてもある 171 310 350 155 101
ややある 286 291 261 163 143
どちらでも 133 82 74 102 232
あまりない 116 38 33 65 208
全くない 18 5 7 31 40

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個人防護具や装具で防げるのか不安である

自分自身が感染してしまうのではないかという不安がある

自分自身が家族や同僚に感染させてしまうのではないかという不安がある

家に高齢者やこどもがいるので、家に帰るのは不安である。（該当者のみ）

経済的に不安がある

恐怖・不安に関する項目

とてもある ややある どちらでもない あまりない 全くない
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自由記載は94件ありました．
　「受けた差別について，選択肢以外のものがあれば記
入してください」という問いには，94名の方から回答を
いただきました．差別を受けたのは，「回答者本人」に
加え，その「家族」「友人」「親戚」に及んでおり，また
差別をしたのは「家族」「親戚」「いとこ」などの血縁関
係にある人，「COVID-19対応病棟職員（看護職を含む）」

「他病棟の人」「同僚」など職場の人，「子どもの友人の
父兄」「配偶者の職場の人」「周囲の知り合い」「子ども
の通う保育園の人」「かかりつけの病院の人」「サークル
活動のメンバー」「近所の人」「同居人の職場の人」「友人」

「子どもの友人」「子どもの学校の先生」「地域の人」など，
これまで日常生活でかかわりのあった地域の人々でし

た．また，差別の内容としては，「雰囲気」を感じて「自
ら行動を自粛した」「気持ちが落ちて行動できない」，他
者から「接触を避けられた」「同居を避けるよう促され
た」「自分が触れた物を，他者が消毒していた」などの
行動，言葉に出して「外出していいのか」「公共の場で
食事していいのか」等の行動を指摘される，「感染させ
ないで」と非難される，「自分の行動を勤務先に連絡さ
れた」などの監視行動がありました．以上から，”差別
をした人“と位置付けられている人々が，感染予防行動
として看護職との距離をとろうとした言動が，表現に
よって，看護師には”差別を受けた“と受け取られてい
たと，読み取ることができました．

２）長期化したコロナ対応のストレスの項目

３）孤独・孤立に関する項目

　差別の内容（複数回答　130件）

勤務場所と家族と会え友人と会えひとりで過愚痴を吐き病棟の人間差別を受けコロナ病棟で勤務できないので申し訳ない
全くそうだ 175 156 443 190 191 26 39 27
ややそうだ 374 225 217 224 227 85 90 82
どちらともい 71 82 35 128 147 177 117 131
あまりそうで 85 112 20 112 121 248 288 75
全くそうでは 18 148 9 70 39 186 186 78

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勤務場所と家との往復だけの生活

家族と会えないことが多くなった

友人と会えないことが多くなった

ひとりで過ごす時間が多くなった

愚痴を吐き出す機会が減った

病棟の人間関係が悪くなった

差別を受けた

コロナ病棟で勤務できないので申し訳ない

孤独・孤立に関する項目

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない

長期化して新型コロナウィルス感染症関連の対処のルールが多く慣れない
全くそうだ 75 101
ややそうだ 199 278
どちらともい 270 186
あまりそうで 141 128
全くそうでは 33 27

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長期化していることで新型コロナウィルス

感染症関連の仕事が耐えられなくなって

きている

新型コロナウィルス感染症関連の対処

のルールが多く慣れない

コロナ対応の長期化に関する項目

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない
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４）看護師として満たされない欲求の項目

５）メンタルヘルスの支援の認識の項目

５．ストレス対処

６．コロナ関連による離職意思

看護師の仕看護師は世患者にこれこれまでの自分が看護師であることを隠すようになった
全くそうだ 242 88 164 95 33
ややそうだ 254 204 245 240 119
どちらともい 161 238 183 227 185
あまりそうで 49 141 96 125 207
全くそうでは 15 54 28 28 174

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護師の仕事が正当に評価されていない

看護師は世間から見放されていると思う

患者にこれまでのようにケアができず、患者やその家族に悲しい思いをさせてい

る

これまでのようにひとりひとりの患者にケアができない

自分が看護師であることを隠すようになった

看護師としての満たされない欲求

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない

所属してい所属施設よ所属してい所属している施設は、看護師のメンタルヘルスを重視していない
全くそうだ 34 32 93 112
ややそうだ 174 199 172 183
どちらともい 264 266 231 246
あまりそうで 181 146 179 147
全くそうでは 71 79 51 36

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

所属している施設は、あなたのことを大事にしてくれている

所属施設より適切なメンタルヘルス支援が受けられる

所属している施設は、看護師の身体の健康を重視していない

所属している施設は、看護師のメンタルヘルスを重視していない

所属施設のメンタルヘルスへの支援

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない自分なりの同僚と頑張医療の状況が厳しいなか、自分自身はよく頑張っていると思う
全くそうだ 81 106 165
ややそうだ 356 375 381
どちらともい 191 134 153
あまりそうで 85 82 21
全くそうでは 10 27 4

新型コロナウィルス感染症関連のことから、看護師をやめたいと思っている
全くそうだ 25
ややそうだ 77
どちらともい 199
あまりそうで 213
全くそうでは 205

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分なりのストレスへの対処方法がある

同僚と頑張ったことなど話して共有している

医療の状況が厳しいなか、自分自身はよく頑張っていると思う

ストレス対処

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新型コロナウィルス感染症関連のことから、看護師をやめたいと…

コロナ関連による離職意思

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない

自分なりの同僚と頑張医療の状況が厳しいなか、自分自身はよく頑張っていると思う
全くそうだ 81 106 165
ややそうだ 356 375 381
どちらともい 191 134 153
あまりそうで 85 82 21
全くそうでは 10 27 4

新型コロナウィルス感染症関連のことから、看護師をやめたいと思っている
全くそうだ 25
ややそうだ 77
どちらともい 199
あまりそうで 213
全くそうでは 205

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分なりのストレスへの対処方法がある

同僚と頑張ったことなど話して共有している

医療の状況が厳しいなか、自分自身はよく頑張っていると思う

ストレス対処

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新型コロナウィルス感染症関連のことから、看護師をやめたいと…

コロナ関連による離職意思

全くそうだ ややそうだ どちらともいえない あまりそうではない 全くそうではない



学　術　活　動　47

７．コロナ関連の自由記載（137件）

　「COVID-19関連で思うことがあれば，ご自由に書いて
ください」という問いには，137名の方から回答をいた
だきました．概要を以下に述べたいと思います．
　「面会禁止などで患者・家族に辛い思いをさせている」

「感染者に十分なケアができていると思えない」など，
自らの看護実践を振り返り，不十分なケアを悔やむ意
見，「最前線で働くことに誇りを感じる」「こういう時こ
そ人間性が現れる」など，使命感を持って役割を果たし
ていこうという意見，「他施設と比較し，自分たちの感
染予防の不十分さに気付いた」「人災の面も大きいから
こそ，人がコントロールできる」など，経験から学び状
況に適応しようという意欲を表した意見がありました．
　「早く終わってほしい」「疲れた」「先が見えないので
モチベーションが保てない」など，現状の辛さを表現し
た意見，「人員不足を改善してほしい」「給料や待遇をよ
りよくしてほしい」など，現状の実質的な改善を求める
意見，「たいへんさをわかってほしい」「感染後の後遺症
に配慮してほしい」「頑張りを評価してほしい」「病院の
トップにもっと現場を理解してほしい」「コロナ病棟以
外の部署がしわ寄せを受けていることもわかってほし

い」など，自分たちの努力や苦労に対する職場内や組織
上層部の理解を求める意見，「他施設とのつながりがな
い」「部署ごとのつながりがない」「同僚とのつながりが
ない」など，これまで支えあってきた他者とのつながり
が分断されていることによるストレスを述べる意見，「規
則や手順などをよく説明してほしい」「配置について説
明してほしい」「移動の頻度や規則の変更について説明
してほしい」「院内でのソーシャルディスタンスの確保
が不十分」など，部署や施設内の取り決め事項の決定過
程についてのより詳しい説明を求める意見がありました．
　「一般の人たちの感染についての知識不足・危機意識
の低さを何とかしてほしい」「不要不急と思われる行動
により感染する患者の増加を何とかしてほしい」など，
一般の人々の行動を変えられない社会に対する不満を述
べる意見，「家族にも行動制限を求めなければならない」

「旅行や外出が制限される」など，自分たちの日常生活
が制限されることに対する不満を述べる意見，がありま
した．
　以上から，COVID-19に関連して，看護師は，もとも
との仕事の大変さに加え，職場でも私生活でも負担や制
限が増えるなか，職場の同僚や上司，世の中の対応に不
満や怒りを感じていました．その一方で，何割かの人は，
現状に適応しつつあることも読み取ることができました．


